
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

大野城地区

令和２年４月

福岡県大野城市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり -

見込み ● なし -

確定 ● あり -

見込み なし -

※全ての指標について記入

3.29 ○

85回
（5,762人）

見込み・確定
の別

17回
（3,000人）

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
市内史跡等でのイベ
ントの開催回数及び
集客人数

回（人）
10回

（1,772人）
○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

-

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

70回
（6,866人）

計測時期

令和2年4月

H　　年　月

1年以内の
達成見込み

総合所見

大野城心のふるさと館、善一田古墳
公園、小水城跡広場及びトレイル情
報板を整備したことにより、郷土理
解、郷土意識を高めるための各種
事業が数多く開催できるようになり、
イベント回数や集客人数の増加に
繋がった。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

-
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２

地域にある自然、歴
史、文化、産業などを
活用したまちづくりの
達成度に関する市民
評価

点 3.20 -
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

善一田古墳公園及び小水城跡広場
整備による整備等効果により、地域
にある自然、歴史、文化、産業など
を活用したまちづくりに対する満足
度が向上し、快適で暮らしやすいま
ちづくりに寄与したと考えられ、目標
値を達成することができた。

3.32 -

※フォローアップの必要のある指標について記入


